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  むし歯菌  むし歯菌 むし歯のない３歳児
1 月 25 日健診分①

上手に歯みがきできました！
これからも頑張ろうね！
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マイナポータル メールフォーム

お子さんの笑顔を広報誌に掲載しませんか？
（町内に住所があり小学校入学前まで）

■応募方法　郵送または E-mail で写真と必要事項を記入の上、応
募ください。下記の QR コードからも応募できます。
▶必要事項　①名前（ふりがな）②年齢③性別④ご両親の名前（ふ
りがな）⑤住所⑥電話番号⑦お子さんに向けた一言メッセージ
■応募先　〒 029-4592 役場総務課広報公聴係　
E-mail：kouhou@town.kanegasaki.iwate.jp 
※応募の写真は返却できませんのでご注意ください。
問　総務課広報公聴係（内線 2319）

どちらの QR コードか
らでも応募できます。

わが家の

アイドル
強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を
推進するとともに、技術革新の拡大を目標としています。目標 9「産業と技術革新の基盤をつくろう」

豊かに暮らすために必要な産業の発展には、
道路や水道、インターネットなどのインフラが
欠かせません。AI（人工知能）などの技術は
生活のあらゆるものを自動化、便利にします。

私たちにできる SDGs
世界のインフラ設備に興味を持ちましょう。また、インター
ネットを使った技術革新を活用できるようにしましょう。

目標 10「人や国の不平等をなくそう」
国内および国家間の格差を是正することを目標として
います。

豊かな人や貧しい人、男性と女性、人種、民
族などの違いがもたらす世界の不平等を減ら
すことは、貧困や飢え、争いごとをなくすこ
とに役立ちます。

私たちにできる SDGs
みんなが違うことを知り、当然だと理解しましょう。お互い
の違いを認め、相手を大事にする気持ちを持ちましょう。

SDGs の各目標ごとに私たちができること考えていきましょう。SDGs 私たちにできること

　新型コロナウイルス感染症の対応は、感染拡大
の状況に応じて随時見直しを行います。最新の情
報は、町ホームページをご覧いただくか
お問い合わせください。
問　新型コロナウイルス感染症対策本部
事務局（保健福祉センター☎ 44-4560）

新型コロナウイルス感染症に係る相談窓口

【発熱等の症状のある人が相談・受診を希望する場合】
①かかりつけ医に電話相談
② 受 診・ 相 談 セ ン タ ー（ 全 日 24 時 間、 ☎ 019-651-3175、
FAX：019-626-0837）
③奥州保健所（平日午前 9 時～午後 4 時 30 分、☎ 22-2831）

【全般的な相談】
①一般相談窓口（岩手県コールセンター）（午前 9 時～午後 9 時、
☎ 019-629-6085、FAX：019-626-0837）
②外国人向け相談窓口（いわて外国人県民相談・支援センター）

（毎日午前 9 時～午後 8 時、☎ 019-654-8900、MAIL：iwate-
support-center@iwate-ia.or.jp）

▶ 100 歳の誕生日を祝い花束を渡
す髙橋町長（2 月 7 日）

高い自立性とまちの志
　皆様こんにちは。今年も昨年度同様の大雪で難儀さ
れている方も多いと思います。町は除雪費の予算を約 2
億円追加し、約 3億 6千万円として万全を期すと共に、
GPS を使って 55 台の除雪機が、今どこを除雪している
か状況を把握して効率的な除雪ができるよう体制を整え
ました。業者の協力をいただきながら除雪を進めていま
すが苦情もいただいております。今後も解消に向けて努
力してまいりますのでよろしくお願いいたします。
　さて、徳川家康の名言に「人の一生は、重荷を負うて
遠き道を行くがごとし…」がありますが、実感として感
じている方も多いのではないでしょうか。人はそれぞれ
の生き方の中で、社会の一員として役割と責任を果たし
ながら生活しております。コロナ禍で社会・地域活動や
経済活動が思うように進まない状況下ですが、皆様には
それぞれの立場で「まちづくり、行政運営」に役割と責
任を果たしていただいたことで今日の金ケ崎があると感
謝しております。と同時に「今の金ケ崎と未来の金ケ崎」
を考える時、私はいつも町民憲章の「先人努力の後を引
き継ぐ私たちは…」を口ずさみます。歴史の連続性と新
たな改革・挑戦によるまちづくり、その志が未来を築く
と信じ「発展するまち」の源泉であると思っております。
　多くの自治体は国の地方交付税に頼らなければなら
ず、３割行政と言われております。町は、比較的税収が
多いため、県内では一番少ない交付税となっております。
少ない交付税とさらなる税収拡大の両面を見ながらの難
しいかじ取りのなか、いかにして持続可能な金ケ崎をつ
くるか。強い産業力と自分たちの力で確固たるまちの将
来を展望した「高い自立性とまちの志」が必要です。
　去る１日、アイシン東北株式会社が第３工場の竣工式
を行いました。自動車の電動化に対応した画期的な部品、
電動ウオータポンプの生産工場です。工業団地内の空き
地も、新たな企業誘致により操業 100％の団地となり
ます。今後も企業誘致が進みますので一段と強い産業力
のまち、金ケ崎が築かれると思います。（2月 8日）


